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日
頃
よ
り
、
追
手
門
学
院
大

学
に
対
す
る
ご
理
解
、
学
生
に

対
す
る
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
４
月
、
念
願
の

新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
と
と
も

に
斬
新
な
大
学
棟
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ア
ー
ク
が
竣
工
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
笠
間
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
大
学
教
育
後

援
会
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援

の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学
は
、
教
育

の
質
保
証
を
実
現
す
る
た
め
、

新
教
育
Ｗ
Ｉ
Ｌ
を
展
開
し
、
未

来
社
会
を
切
り
拓
く
人
材
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。
学
び
あ

い　

教
え
あ
い　

そ
し
て
主

体
的
な
学
び
を
実
践
す
る
た

め
、
新
教
育
Ｗ
Ｉ
Ｌ
の
も
と

で
、
学
修
と
実
践
を
融
合
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
新
キ
ャ
ン
パ
ス

を
基
点
と
し
て
、
安
威
キ
ャ
ン

パ
ス
と
と
も
に
新
教
育
Ｗ
Ｉ

Ｌ
を
全
学
的
に
展
開
し
ま
す
。

そ
の
成
果
は
す
で
に
現
れ

始
め
て
お
り
、
志
願
者
数
は
７

年
連
続
の
上
昇
、
大
学
と
し
て

学
生
レ
ベ
ル
も
大
幅
に
上
昇

し
て
い
ま
す
。
教
育
後
援
会
の

み
な
さ
ま
に
は
、
学
院
の
仲
間

と
し
て
、
今
後
と
も
さ
ら
な
る

ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

学
　
長

川 

原
　
俊 

明

新
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

　
　

新
教
育
Ｗ
Ｉ
Ｌ
を

４
月
７
日
（
日
）、
今
年
度
よ
り
開

設
さ
れ
た
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
２
０
１
９
年
度
学
部
並
び
に
大

学
院
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
は
こ
の

日
が
初
お
披
露
目
に
あ
た
り
、
６
学

部
の
新
入
生
１
８
６
２
人
と
編
入
生

10
人
、
そ
れ
に
大
学
院
生
33
人
の
合

わ
せ
て
１
９
０
５
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
入
学
式
は
午
前
、
午
後

の
２
部
制
で
行
わ
れ
、
１
部
で
は
経

済
学
部
、
経
営
学
部
、
経
営
・
経
済

研
究
科
の
、
２
部
で
は
地
域
創
造
学

部
、
社
会
学
部
、
心
理
学
部
、
国
際

教
養
学
部
、
心
理
学
研
究
科
、
現
代

社
会
文
化
研
究
科
の
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。

新
入
生
た
ち
は
真
新
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
に
そ
び
え
る
大
学
棟
・
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ア
ー
ク
１
階
の
Ｗ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー

ル
に
入
り
、入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。

冒
頭
の
国
歌
斉
唱
の
後
、
川
原
学

長
か
ら
の
式
辞
に
続
き
、
入
学
生
代

表
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
紹
介
に
続
い
て
、
茨
木
市
長

福
岡
様
よ
り
入
学
生
へ
祝
辞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
、
笠
間
教
育
後
援
会

２
０
１
８
年
度
会
長
か
ら
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
が
、
林
田
校
友
会
会
長
か

ら
本
学
卒
業
生
の
作
家
、
宮
本
輝
氏

の
書
籍
「
青
が
散
る
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

最
後
に
追
手
門
学
院
歌
を
斉
唱

し
、
今
年
度
２
部
制
で
行
わ
れ
た
入

学
式
は
、
１
部
、
２
部
と
も
滞
り
な

く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　昨年 11月の130 周年記念式典で発
表した新教育コンセプト WIL を実質化
させ、教育改革を加速させるべく、以
下のとおり「追手門学院教育改革宣言」
を行いました。

追手門学院教育改革宣言

学生・生徒・児童（以下、「学院生」とする）
が自ら学んで行動し、行動して学ぶことを
目標とし、それを実現する。

１．WIL（Work-Is-Learning）の実現

ポートフォリオによって、学院生の成長を
可視化し、対話を通してキャリアの成長を
支援する。

２．成長の可視化

ICT 活用教育によって AI 時代に備え、主体
的な学びによって社会の変化に対応する。

３．ICT活用、未来社会対応

社会に誇ることのできる学院生になるよう
に、教育力を高め、教育の質保証に務める。

４．教育の質保証

入学式

入学記念品贈呈

大学棟　アカデミックアーク
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昨年度に引き続き、会長に選任されまし
た笠間でございます。
このたびは、お子様の追手門学院大学へ
のご入学誠におめでとうございます。
また同時に保護者の皆様を追手門学院大
学教育後援会の新会員としてお迎えするこ
とを大変嬉しく思います。
さて、教育後援会は、その前身でありま
す「大学 PTA」として大学が創設された
1966 年に発足し、現在までその活動を通
して、大学と保護者との強い連帯感を生み
だしております。
当会は、大学の教育方針に則り、学生の
福祉の増進、教育環境の向上及び会員の親
睦を図ることを目的として、教育活動・課
外活動・就職活動への援助、大学諸施設設
備への協力、奨学金の給付などを行ってい
ます。また保護者の皆様には、保護者のた
めの就職講演会、見学懇親会の開催など幅
広いさまざまな活動への積極的な参加を呼
びかけております。
昨年は学院創立 130 周年という節目の年
を迎え、記念事業の一貫として 2019 年４
月には新キャンパスが開設されました。本
会も大学との連携をより深め、大学の一層
の発展に向けてバックアップしていく所存
でございます。また、お子様が充実した学
生生活を送れるようこれからもしっかりと
取り組んでまいりたいと思いますので、皆
様方の深いご理解とあたたかいご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

追手門学院大学
教育後援会 会長

笠 間　優 雄

新会員の
　皆さまへ

２
０
１
９
年
６
月
８
日
（
土
）
午
前

11
時
よ
り
４
月
に
開
設
さ
れ
た
茨
木
総

持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
棟
１
階
Ｗ
Ｉ
Ｌ

ホ
ー
ル
に
て
、
２
０
１
９
年
度
教
育
後

援
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
会
員
の
皆
さ
ま

に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
教
育
後
援
会
笠
間
会

長
の
挨
拶
に
続
き
川
原
理
事
長
・
学
長

よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
議
長
に
会
長
が
選
出
さ
れ
、

新
役
員
の
紹
介
を
行
い
、
議
事
が
進
行

さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

　
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告　
　
　
　
　

    

本
会
は
、

１　

学
生
の
福
祉
を
増
進
す
る

２　

教
育
環
境
の
向
上
に
寄
与
す
る

３　

�

大
学
と
家
庭
の
連
携
及
び
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る

�

を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
８
年
度
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
を
実

施
し
た
。

１　

学
生
へ
の
助
成

⑴�

奨
学
金
の
給
付

　

①
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
金

生
へ
の
海
外
留
学
準
備
講
座
へ
の

援
助
、
交
換
留
学
生
へ
の
活
動
支

援
へ
の
援
助
を
行
っ
た
。

⑸
課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

　

�　

課
外
活
動
団
体
の
大
会
出
場
に

か
か
る
諸
経
費
、
学
外
施
設
の
利

用
料
及
び
成
績
優
秀
団
体
へ
の
報

奨
金
等
の
援
助
を
行
っ
た
。

⑹
朝
定
食
の
費
用
一
部
援
助

　

�　

春
学
期
、秋
学
期
授
業
期
間
中（
平

日
／
８
：
30
～
10
：
00
）
に
食
堂
で

販
売
さ
れ
る
朝
定
食
の
費
用
を
一
部

援
助
し
た
。

⑺
大
学
新
規
事
業
へ
の
援
助

　
�　

総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
「
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」２
Ｆ
・

３
Ｆ
の
図
書
・
雑
誌
へ
支
援
を

行
っ
た
。

⑻
大
学
設
備
充
実
の
た
め
の
援
助

　

�　

茨
木
安
威
キ
ャ
ン
パ
ス
６
号
館

の
Ａ
Ｖ
機
器
リ
プ
レ
イ
ス
へ
支
援

を
行
っ
た
。

⑼
入
学
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

�　

入
学
生
へ
の
入
学
記
念
品
と
し

て
、
パ
ス
ケ
ー
ス
を
贈
呈
し
た
。

卒
業
生
へ
は
卒
業
記
念
品
と
し
て

印
鑑
を
贈
呈
し
た
。

２　

大
学
へ
の
援
助

⑴�

学
院
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業

へ
の
協
力

　

�　

学
院
創
立
１
３
０
周
年
事
業
と

　

�　

修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
学
生
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

　

�　

２
０
１
４
年
度
よ
り
給
付
者
を
春

学
期
、
秋
学
期
５
名
ず
つ
拡
充
し
、

30
名
の
学
生
に
給
付
し
た
。

　

②�

教
育
後
援
会
修
学
援
助
給
付
奨

学
金

　

�　

学
資
支
弁
者
た
る
父
母
ま
た
は

保
証
人
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
る

家
計
急
変
の
た
め
に
、
修
学
を
継

続
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
と

な
っ
た
学
生
の
学
費
等
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

�　

２
０
１
８
年
度
は
11
名
の
学
生

に
給
付
し
た
。

⑵�

Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
、
就
職
模
擬
試
験
、
筆

記
試
験
の
受
験
料
全
額
援
助

　

�　

１
回
生
全
員
、
３
回
生
を
対
象

に
実
施
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の
受
験

料
全
額
援
助
を
行
っ
た
。

⑶�

Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
、
就
職
模
擬
試
験
、
筆

記
試
験
受
験
後
の
対
策
講
座
援
助

　

�　

上
記
テ
ス
ト
受
験
後
、
理
解
強

化
と
弱
点
克
服
フ
ォ
ロ
ー
の
た
め

希
望
者
に
実
施
す
る
基
礎
学
力

フ
ォ
ロ
ー
講
座
、
筆
記
試
験
対
策
講

座
な
ど
の
受
講
料
援
助
を
行
っ
た
。

⑷
国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
援
助

　

�　

語
学
検
定
料
援
助
、
交
換
留
学

し
て
新
キ
ャ
ン
パ
ス
緑
化
の
た
め

学
院
に
１
億
円
の
寄
付
を
行
っ
た
。

３　

 

大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
、
会
員
相

互
の
親
睦

⑴
会
報
の
発
行
（
７
月
）

　

�　

２
０
１
８
年
７
月
30
日
（
月
）

に
会
報
第
１
０
４
号
を
発
行
し
た
。

⑵�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会
員

へ
の
広
報

　

�　

各
行
事
の
お
知
ら
せ
や
報
告

等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情

報
発
信
の
充
実
を
図
っ
た
。

⑶�

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会
の

開
催
（
年
２
回
）

　

�　

就
職
講
演
会
を
２
０
１
８
年
６

月
16
日
（
土
）
と
２
０
１
９
年
２

月
16
日（
土
）の
計
２
回
開
催
し
た
。

⑷�

見
学
懇
親
会
の
開
催

　

�　

２
０
１
８
年
10
月
16
日
（
火
）
に

教
育
後
援
会
・
卒
業
生
保
護
者
の
会

主
催
、
教
育
振
興
会
共
催
で
「
よ
し

も
と
新
喜
劇
の
観
劇
・
通
天
閣
見
学

と
旧
桜
宮
公
会
堂
で
の
昼
食
懇
親

会
」
を
開
催
し
、
大
学
関
係
者
を
含

め
74
名
が
参
加
し
た
。

⑸
新
会
員
歓
迎
会
の
開
催

　

�　

２
０
１
８
年
４
月
２
日
（
月
）

入
学
式
後
に
新
会
員
歓
迎
会
を
開

催
し
た
。

⑹�

特
別
公
開
講
座「
お
う
て
も
ん
塾
」

の
開
講

　

�　

会
員
の
教
養
を
高
め
る
事
業
と

し
て
、
教
育
後
援
会
会
員
、
一
般

社
会
人
を
対
象
に
特
別
公
開
講
座

「
お
う
て
も
ん
塾
」
を
開
催
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ

シ
ノ
ヒ
ロ
コ
氏
を
講
師
に
迎
え
、

２
０
１
８
年
10
月
27
日
（
土
）
14

時
よ
り
、
茨
木
安
威
キ
ャ
ン
パ
ス

優
駿
ホ
ー
ル
に
て
２
０
１
８
年
度

お
う
て
も
ん
塾
を
開
催
し
た
。

⑺
実
行
委
員
会
、
会
員
総
会
の
開
催

　

�　

実
行
委
員
会
を
５
回
開
催
し

た
。
２
０
１
８
年
６
月
16
日（
土
）

に
会
員
総
会
を
開
催
し
た
。

⑻�

慶
弔
規
定
に
も
と
づ
く
祝
金
及
び

弔
慰
金
の
給
付

４　

教
育
振
興
会
と
の
連
携

⑴�
学
院
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典

へ
の
参
加

２
０
１
９
年
度

教
育
後
援
会
総
会
開
催

２
０
１
８
年
11
月
７
日
（
水
）
に
挙

行
さ
れ
た
、
学
院
創
立
１
３
０
周
年
記

念
式
典
に
参
加
し
、
保
護
者
と
学
院
の

更
な
る
連
携
の
重
要
性
を
共
有
し
た
。

そ
の
他
、
見
学
懇
親
会
、
お
う
て
も

ん
塾
な
ど
の
各
行
事
を
教
育
振
興
会
と

共
催
で
開
催
し
、
連
携
を
深
め
た
。

　
２
０
１
８
年
度
収
支
決
算
報
告　
　

  

　
及
び
会
計
監
査
報
告　
　
　
　
　
　

  

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
案　
　
　

  

　
及
び
収
支
予
算
書　
　
　
　
　
　
　

  

今
年
度
よ
り
開
設
の
茨
木
総
持
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
事
業
へ
も
協
力
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
９
年
度
収
支
予
算
書
は
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
３
ペ
ー
ジ

参
照
）。

　
規
約
一
部
改
正　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
会
の
会
計
に
つ
い
て
、
大
学
が
事

務
代
行
を
し
て
い
る
た
め
、
２
０
１
９

年
7
月
１
日
よ
り
本
会
役
員
の
う
ち
会

計
を
２
名
か
ら
１
名
に
減
ず
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
監
査
法
人
か
ら
の
指
摘
に
よ

り
、
余
剰
金
を
持
た
な
い
こ
と
を
目
的

に
大
学
教
育
後
援
会
の
教
育
振
興
会
費

に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
学
生

１
人
あ
た
り
年
額
１
０
，
０
０
０
円
か

ら
５
，
０
０
０
円
へ
の
値
下
げ
を
行
う

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
任
役
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈　
　
　
　

  

退
任
役
員
に
川
原
理
事
長
・
学
長
よ

り
感
謝
状
及
び
記
念
品
と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
教
育
後
援
会
の
活
動
に
対
す

る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い

し
て
総
会
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
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2019 年度　教育後援会役員2018 年度教育後援会収支計算書
	 <2018.4.1 ～ 2019.3.31>	 （単位：円）

2019 年度教育後援会収支予算書
	 <2019.4.1 ～ 2020.3.31>	 （単位：円）

上記のとおり報告いたします。　2019 年６月１日
追手門学院大学教育後援会

会　長　　笠　間　優　雄

会　計　　小　林　秀　樹

会　計　　細　越　雅　子

2018 年度教育後援会の会計について監査の結果、すべ
て適正、かつ正確であることを認めます。

2019 年６月１日
追手門学院大学教育後援会

会計監査　　竹　内　暁　子

会計監査　　下　出　京　子

職　名 氏　　名 学年 学　　部

会　長 笠　間　優　雄 4 国際教養

副会長
樽　本　丞　史 4 心　　理
乾　　　智　子 4 国際教養

会　計
細　越　雅　子 4 地域創造
菊　地　玉　喜 3 国際教養

会　計
監　査

下　出　京　子 4 経　　営
安　藤　実紀子 2 社　　会

委　員

古　春　芳　江 3 経　　営
西　川　良　彦 3 国際教養
鈴　木　兼　恵 2 社　　会
西　尾　安　奈 1 経　　営
稲　野　孝　子 1 社　　会
川　口　理　恵 1 社　　会
岡　本　睦　弥 1 心　　理
野　山　美　紀 1 国際教養
森　本　稔　子 1 国際教養

収
入
の
部

科　　目 予算額 決算額 差　　異
会 費 69,830,000 69,210,000 620,000
会 員 研 修 参 加 費 1,500,000 1,033,730 466,270
受 取 利 息 配 当 金 1,000 772 228
記念事業協力費特定預金からの繰入収入 2,000,000 2,000,000 0
学生支援基金積立金からの繰入収入 57,000,000 57,000,000 0
短期貸付基金からの繰入収入 1,185,000 1,185,000 0
雑 収 入 0 111,050 △ 111,050
当 年 度 収 入 合 計 131,516,000 130,540,552 975,448
前 年 度 繰 越 金 68,930,178 68,930,178 0
収 入 の 部 合 計 200,446,178 199,470,730 975,448

支
出
の
部

会 議 費 600,000 60,862 539,138
会 員 研 修 費 3,700,000 1,858,391 1,841,609
教 育・ 就 職 講 演 会　 援 助 費 500,000 179,050 320,950
学 生 奨 学 金 助 成 費 16,250,000 16,750,000 △ 500,000
学 生 関 係 援 助 費 33,020,000 30,812,016 2,207,984
会 報 作 成 費 700,000 315,360 384,640
記 念 品 費 5,310,000 3,219,650 2,090,350
慶 弔 費 700,000 683,400 16,600
通 信 費 2,000,000 1,425,973 574,027
事 務 費 1,300,000 429,431 870,569
広 報 費 250,000 23,598 226,402
雑 費 25,000 3,024 21,976
事 務 処 理 援 助 費 0 0 0
寄 付 金 100,000,000 100,000,000 0
予 備 費 3,000,000 96,983 2,903,017
当 年 度 支 出 合 計 167,355,000 155,857,738 11,497,262
次 年 度 繰 越 金 33,091,178 43,612,992 △ 10,521,814
支 出 の 部 合 計 200,446,178 199,470,730 975,448

収
入
の
部

科　　目 予算額 前年度予算額 差　　異
会 費 71,450,000 69,830,000 1,620,000
会 員 研 修 参 加 費 1,000,000 1,500,000 △ 500,000
受 取 利 息 配 当 金 1,000 1,000 0
記念事業協力費特定預金からの繰入収入 0 2,000,000 △ 2,000,000
学生支援基金積立金からの繰入収入 0 57,000,000 △ 57,000,000
短期貸付基金からの繰入収入 0 1,185,000 △ 1,185,000
当 年 度 収 入 合 計 72,451,000 131,516,000 △ 59,065,000
前 年 度 繰 越 金 43,612,992 68,930,178 △ 25,317,186
収 入 の 部 合 計 116,063,992 200,446,178 △ 84,382,186

支
出
の
部

渉 外 費 300,000 0 300,000
会 議 費 600,000 600,000 0
会 員 研 修 費 3,700,000 3,700,000 0
教 育・ 就 職 講 演 会 援 助 費 500,000 500,000 0
学 生 奨 学 助 成 費 16,250,000 16,250,000 0
学 生 関 係 援 助 費 33,020,000 33,020,000 0
会 報 作 成 費 700,000 700,000 0
記 念 品 費 5,310,000 5,310,000 0
慶 弔 費 700,000 700,000 0
通 信 費 2,000,000 2,000,000 0
事 務 費 1,300,000 1,300,000 0
広 報 費 250,000 250,000 0
雑 費 25,000 25,000 0
寄 付 金 1,200,000 100,000,000 △ 98,800,000
予 備 費 3,000,000 3,000,000 0
当 年 度 支 出 合 計 68,555,000 167,355,000 △ 98,800,000
次 年 度 繰 越 金 47,508,992 33,091,178 14,417,814
支 出 の 部 合 計 116,063,992 200,446,178 △ 84,382,186

2019 年６月８日　教育後援会総会

2019 年６月８日　教育後援会総会午後開催　保護者対象相談会

2019 年６月８日　教育後援会総会午後開催　食堂無料体験
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2019 年４月より追手門学院
茨木総持寺キャンパスが開設さ
れました。
５月 19 日（日）には学院関

係者と地域住民を招待し内覧会
が、続く５月 26（日）には関
係機関を招待して竣工式・竣工
祝賀会が開催されました。
教育後援会は、学院創立 130

周年事業のひとつである茨木総
持寺キャンパスの開設に際し
て、１億円の寄付を行い、キャ
ンパス内の緑化や、大学棟２階
～４階のディスカバリープロム
ナードの設置に協力をしまし
た。今後も引き続き新キャンパ
ス事業への協力を通して、学生
支援を行っていきます。

2020 年度 奨学金情報

2020 年度に実施される
国の給付型奨学金、
授業料減免について

　追手門学院大学及び教育後援会が実施する給付型奨学金の 2020 年度の予定は次のとおりです。申込の基準
として家計基準・学業成績基準がありますので申込時にご確認ください。

※１　前期末までの修得単位数が、1年生 16単位以上、2年生 47単位以上、3年生 78単位以上であること。
※２　前期末までの修得単位数が、2年生 31単位以上、3年生 62単位以上、4年生 93単位以上であること。
※３　�前年度 1年間のGPAが 3.7 以上（学業型）、GPAと課外活動等ポイントの合計が 3.5 以上（学業・課外活動型）。

2020 年度から国の給付型奨学金、授業料減免が開始されます。いずれも住民税非課税世帯又はこれに準ず
る世帯（世帯の年収の目安は約 380 万円以下）の学生が対象となります。給付型奨学金は、現在在学して
いる 1年生～ 3年生を対象に 2019 年 9月又は 10月頃に申請を受付ける予定ですので、学内の案内をご確
認ください（学生に追大ウェブシステムで案内します）。授業料減免の申請は、2020 年度（2020 年 4月以
降）の予定です。申請制であり、必ず申請期間内に申請する必要がありますのでご注意ください。

	 お問い合わせ／学生支援課　	（安威キャンパス１号館１階）　TEL072－ 641－ 9629
	 総合オフィス（総持寺キャンパス1階）　　　TEL072－ 697－ 8152

奨学金の種類 対象 申込時期 給付金額 給付時期等 採用人数
家計基準

①給与収入
②給与収入以外の所得

学業成績
基準

教育後援会
給付奨学金（春学期） 全学年 2019年

12月初旬 375,000 円 2020年
3月 15名

日本学生支援機構第一種
の基準に準じる

※1

教育後援会
給付奨学金（秋学期） 全学年 2020年

6月初旬 375,000 円 2020年
10月 15名 ※ 1

桜みらい奨学金
学業・課外活動奨励型 2年生以上 2020年

6月初旬

750,000 円
500,000 円
375,000 円
200,000 円

2020年
10月

100名
以内

①841万円以下
②355万円以下 ※２、※３

ディスカバリープロムナード 新キャンパス銘板 新キャンパス緑化
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授業見学ＤＡＹの
ご案内

2019年10月14日
（月・体育の日）
※詳細はホームページに掲載予定です。

当日は授業実施日

		4 月	 入学式（記念品贈呈）
	 教育後援会給付奨学金交付式
		6 月	 総会・保護者対象個別相談会
		7 月	 教育後援会会報第105号発行
		9 月	 春学期末学位授与式（記念品贈呈）
	 教育後援会給付奨学金交付式
10月	 見学懇親会
11月	 合同学園祭・おうてもん塾
		3 月	 学位授与式（記念品贈呈）

追手門学院　総務課
◆電 話	 072－ 641－ 9669
◆ FAX	 072－ 643－ 9414
◆ホームページ
　http://www.ogu-kyoikukoen.com

教
育
後
援
会
行
事
予
定

教育後援会相談窓口のご案内

　追手門学院では学院関係者の皆様に、学院の情報
をメールマガジンでお届けしております。学院及び
学院外郭団体 (教育後援会、大学校友会、校友会山
桜会等 )の最新情報、イベント情報、活動情報など
の有益な情報を配信してまいります。是非この機会
に学院メールマガジンのご登録をお願い申しあげ
ます。

パソコン・スマートフォンからの
ご登録はこちらから↓

追手門学院メールマガジン
登録URL
http://www.otemon.jp/otm-m/

本年も会員の皆さまの見聞をより一層広め、会員相互の親睦を図ることを目的として「見学懇親会」
を実施することとなりました。
今年度も皆さまとともに秋の一日を楽しく過ごせるように企画いたしました。是非お誘い合わせの上、
ご参加くださいますようご案内申し上げます。

2019 年度  見学懇親会の開催について（ご案内）

2019 年 10 月 10 日（木）（雨天決行）11 時 00 分～ 18 時 30 分（予定）
時間は多少変更されることがあります。

会員並びにそのご家族
会員 10,000 円　同伴家族 13,000 円 ※ ご同伴は１名様まででお願いいたします。
（いずれもお１人当たりの費用です。本会から参加費を一部補助しています。）
2019 年８月 20 日（火）（先着順、最大定員 100 名）
※定員数に達した場合には、ご希望に添えない場合もございます。予めご了承ください。

PC・スマートフォン・携帯電話にて、下記URLもしくはQRコードから申し込みページ
にアクセスし、必要事項をご入力ください。
「追手門学院大学教育後援会ホームページ」からもアクセスして頂けます。

お申し込みフォーム URL　https://ws.formzu.net/fgen/S11075107/
※	上記の方法で申し込みができない場合は下記番号へお電話ください。
　予約の関係上、人数には限りがありますので、お早めにお申し込みください。

お申込いただいた方には、申込に必要な書類と詳細なご案内を郵送させていただきます。
９月 10 日を過ぎても上記書類がお手元に届かない場合は下記連絡先までご連絡ください。

〒567－ 8502
茨木市西安威2－1－15追手門学院大学教育後援会　事務局：総務課
TEL：072－ 641－ 9669（8/10～ 8/18は夏期一斉休業のためお電話は繋がりません。）

１．日 時：

２．コース予定：

３．参 加 資 格：
４．参 加 費：

５．申込締切日：

６．申 込 方 法：

主催：追手門学院大学教育後援会　共催：追手門学院教育振興会

　安威キャンパス、総持寺キャンパスの両方にて「授業見学 DAY」を開催
いたします。これは大学の授業を公開することで本学の教育活動をより深く
知っていただこうという試みです。
　本学では、現在、教職員が一体となって「主体的に学ぶ学生の育成」に取
り組んでおります。具体的には、教員に授業の適切な運営、学生に「学修規
律指針」の遵守といったことをお願いしています。また、教員と学生が適正
な授業時間を共有できるよう、「アカデミック・アドバイザー制」の導入を
2018 年度秋学期より行っております。
　授業をご覧いただくことで、学生の日常的な活動をご確認いただけるだけ
ではなく、本学の教育活動の一端を感じていただけると思っております。こ
の機会にどうぞ授業をご見学くださいますよう、よろしくお願いいたします。

宝塚歌劇の観劇と宝塚ホテルでの昼食懇親会

11：00～ 14：00
昼食・懇親会
宝塚ホテル

コース料理（飲み放題付）
をお楽しみ頂きます。

14：30～ 18：30
宝塚歌劇

宝塚大劇場にて
月組公演を観劇
開演：15：00～

鑑賞
現地にて
解散

11：00～ 14：00
昼食・講話
宝塚ホテル
コース料理を

お楽しみ頂きます。

14：30～ 18：30
宝塚歌劇

宝塚大劇場にて
月組公演を観劇（開演：15：00～）
公演名：「I AM FROM AUSTRIA
　　　　 ～故郷は甘き調べ～」

観劇後
現地にて
解散

お申し込みフォーム
QRコード

追手門学院卒業生出演（月組・あまの輝耶さん）を応援しましょう！

2019 年度
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ディスカバリープロムナード		フロアマップ

Aエリア

Alumni
Library

C エリア

Bエリア

A491 492 493

A471 472 473 A431 432 433

A461 462 463 464 A441 442 443 444

A411 412 413A481 A421

A451

Aエリア

Alumni
Library

C エリア

Bエリア

A291 392 393 A311 312 313 A321 322

A352 351

A381

A371 A331

A361 A341

おうてもん塾は、会員の相互の親睦を図ること、また会員の教養を高めること
を目的に、教育後援会が毎年開催しております。
2019年度は会場を４月に開設した茨木総持寺キャンパスとし、併設の中・高
等学校と大学との、初めての取組みである合同学園祭の期間中に開講いたします。
追手門学院全校園の保護者のみなさまにご参加いただけますので、奮ってお申し
込みください。（先着順）

◆日　程／2019年 11月 2日（土）14：00～ 15：30（予定）
◆会　場／追手門学院大学　茨木総持寺キャンパス
◆講演者／	本学客員教授		赤井	勝	氏（元追手門学院幼稚園、小学校、大手前中・高等学校	保護者）
　　　　　（花人 /フラワーアーティスト）
◆内　容／１部：講演「花は世界の共通語」　２部：実演
◆申込方法／ 	PC・スマートフォン・携帯電話にて、下記URL

もしくはQRコードから申込ページにアクセスし、
必要事項をご入力ください。

◆お申し込みフォーム／
　URL：https://ws.formzu.net/fgen/S66663747/

ディスカバリープロムナード
図書：17,170 冊
雑誌：107タイトル

（2019年５月現在）

DATA茨木総持寺キャンパス大学棟「アカデミック
アーク」２F～４Fの廊下壁面には、本・雑誌
が並んでいます。
“本から学ぶ”をコンセプトに、読書が日常の
環境の中に位置づけられ、本棚の前にあるカウ
ンターで読みたい本や雑誌を手にとってその場
で読める仕組みです。
教育後援会にご寄贈いただいた「就職・資格

関連本」は 2F、「ガイドブック」「一般雑誌」は
3Fに配架しています。
また新キャンパス開設を機に導入した電子図

書館サービス「LibrariE（ライブラリエ）」の図
書を紹介するパネルを並べて、「紙の本」と「電
子本」の連携で、体系的な知を作り出す空間と
なっています。
今後は卒業生のコンテンツや寄贈図書を整備

し、内容の充実を図っていきます。

４
Ｆ

Aエリア／寄贈図書
Bエリア／寄贈図書
Cエリア／寄贈図書

３
Ｆ

Aエリア／展示コーナー
Bエリア／ガイドブック
Cエリア／一般雑誌

２
Ｆ

Aエリア／就職・資格
Bエリア／笑学研究所寄贈図書・オーストラリア関係
Cエリア／E-CO　語学・多読

赤井�勝��氏

２F就職・資格関連本

３F「LibrariE」図書紹介パネル

AエリアCエリア

Bエリア

国際交流
教育センター

キャリア
センター

A291

A271 A231

A261

A251

A241

A211

Alumni
Library

Discovery Promenade（ディスカバリープロムナード）

開講開講

追大 知の DNA文庫

合同学園祭『追手門万博』

～新しい地域文化を創造する～
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３　

年　

生

４　

年　

生

2019 年度就職支援行事

A  就職ガイダンス
　就職・キャリア支援課が行う学生支援の基幹となる行事です。年間の支援
行事の説明を中心とした大学のサポート体制をはじめ、業界研究・自己分析・
面接対策・グループディスカッション対策といった具体的な就職活動の進め
方について解説します。

F  学内インターンシップフェア
　リーディング企業を中心とした業界大手企業を招いて、学生の業界研究を
サポートします。複数企業による合同形式で実施するため、一日で多くの業
界について理解することができます。また、参加企業における秋・冬のイン
ターンシップ情報も入手できます。

D  就職ゼミ
　就職ガイダンスで理解した各対策テーマについて、少人数形式でのワーク・
演習を行うことで就職活動本番で通用する実践力を身につけます。自己分析・
面接対策・グループディスカッション対策等について実施しています。

I  保護者のための就職講演会・個人相談会
　今の学生を取り巻く就職環境についての外部講師による講演会をはじめ、
本学職員による就職実績や就職支援体制、更には低学年次におけるキャリア
支援プログラムの説明などを行います。また、当日は個別相談会も同時に実
施しております。

E  優駿塾
　業界のリーディング企業や上場・大手企業への就職を目指す少人数選抜型
の特別訓練コースです。学内選考を経て選抜された塾生は、秋学期から始ま
るプログラムのほか他大学生や企業を巻き込んだ合同イベント等に参加し、
２月まで様々な訓練を受けます。

C  SPI 試験
　SPI 試験の対策を行うため、まずは実際の試験を受検して自身の現状を把
握します。多くの企業で実施されているリクルート社の SPI 試験を採用して
おり、より現実的な状況把握が行えます。試験は無料で受検できます。

H  学内企業説明会（研究会）
　本学への採用意欲が高い企業や採用実績のある優良企業を学内に招いて、
企業説明や採用情報等を伝えてもらいます。ここから内定に繋がるケースも
多く、就職状況に応じて年間に複数回実施しています。

B  進路登録面談
　就職や進学などの希望進路に関わらず、全ての３年生と面談を実施します。
希望進路を確認するとともに簡単なヒアリングを行い、今後の行動計画や就
職・キャリア支援課の活用法などについて説明します。

G  就職活動せなドンフェア
　就職活動準備に不安のある学生や準備不足の学生が、一日で様々なテーマ
の対策ができる就職活動フェアです。「エントリーシート対策」、「面接対策」、

「マナー研修」、「業界研究」、「求人紹介」、「メイク講座」など、個人のニー
ズに合わせた選択ができます。

５月

Ａ 春学期第１回就職ガイダンス
Ａ 春学期第２回就職ガイダンス
B 進路登録面談（～７月）
C SPI 試験

６月
D 春学期第１回就職ゼミ
D 春学期第２回就職ゼミ

７月 D 春学期第３回就職ゼミ
８月 D 春学期第４回就職ゼミ

９月
A 秋学期第１回就職ガイダンス
A 女子学生ガイダンス

10 月

A 秋学期第２回就職ガイダンス
D 秋学期第１回就職ゼミ
D 秋学期第２回就職ゼミ
E 優駿塾スタート（～２月）
F 学内インターンシップフェア

11 月
A 秋学期第３回就職ガイダンス
D 秋学期第３回就職ゼミ
F 学内インターンシップフェア

12 月
A 秋学期第４回就職ガイダンス
D 秋学期第４回就職ゼミ

２月

A 就活直前就職ガイダンス＆就職活動壮行会
D 秋学期第５回就職ゼミ
G 就職活動せなドンフェア
H 学内企業研究会
I 保護者のための就職講演会・個人相談会

６月 H 学内企業説明会

※ ４年生については、8 月以降も以
下の支援行事を軸に、状況に応じ
て継続的に支援を行っていきます。

・フォローアップセミナー
・求人マッチング会
・キャンパス・ジョブフェア

2019 年６月８日�教育後援会総会�午後開催
各種相談会

2019 年６月８日�教育後援会総会�午後開催
保護者対象説明会
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募集作品  １. 作文・エッセイ：原稿用紙 400 ～ 600 字以内
 ２. つぶやき：140 字以内
� ３. 笑顔になる写真：笑顔になれる一言を添えてください。（40字以内）
� ※ホームページにて専用原稿用紙をダウンロードできます
� ※未発表のオリジナルの作品に限ります
� ※応募原稿は返却いたしません

対 象  小学生、中学生、高校生、
 大学生（短大生、専門学校生などを含む）、一般

募集期間  2019 年９月 30 日まで

応募方法  パソコン／ https://www.ccile.otemon.ac.jp/egao/（応募フォーム）
	 スマートフォン／ QRコードから応募フォームにアクセスできます。
	 郵送・FAX ／	応募用紙（ホームページにも記載）に
	 必要事項を記入し、下記までご郵送ください。
	 E-Mai l ／	メール本文に作品と応募用紙に記載
	 されている必要事項（氏名・住所）をご入力ください。

読めば 見れば みんながしあわせになるテーマ

春　

学　

期

2019年

３月 25日（月）
在学生オリエンテーション
編入・資格オリエンテーション

３月26日（火） 在学生オリエンテーション
４月 １	日（月）

新入生オリエンテーション
４月 ５	日（金）
４月 ７	日（日） 入学式
４月 ９	日（火） 春学期授業開始
４月29日（月） 授業実施日（昭和の日）
４月30日（火） 授業実施日（祝日法による休日）
５月 ２	日（木） 授業実施日（祝日法による休日）
５月 ３	日（金） 授業実施日（憲法記念日）
５月 ６	日（月） 授業実施日（振替休日）
５月29日（水） 授業実施日（学院創立記念日 )
７月 15日（月） 授業実施日（海の日 )
７月 23日（火） 補講①
７月24日（水） 春学期授業終了
７月25日（木） 補講②
７月26日（金）

春学期末試験
８月 ３	日（土）
８月 ４	日（日） 夏期休業開始
８月 ５	日（月）

春学期集中講義
８月 ７	日（水）
９月15日（日） 夏期休業終了
９月27日（金） 春学期末学位授与式

秋　

学　

期

2019年

		９月 16日（月）
秋学期授業開始
授業実施日（敬老の日）

		９月 23日（月） 授業実施日（秋分の日）
10月 14日（月） 授業実施日（体育の日）
10月 17日（木） 避難訓練
10月 24日（木） 避難訓練（予備日）
11月 	１日（金） 大学祭（準備日）
11月 	２日（土）

大学祭
11月 	３日（日）
11月 	４日（月） 大学祭（後片付け日）
11月 23日（土） 授業実施日（勤労感謝の日）
12月 25日（水）

秋学期集中講義
12月 27日（金）
12月 25日（水）

冬期休業

2020年

		１月 ５	日（日）
		１月 14日（火） 補講①
		１月 17日（金） 秋学期授業終了
		１月 20日（月） 補講②
		１月 21日（火）

秋学期末試験
		１月 30日（木）
		１月 31日（金） 春期休業開始
		３月 17日（火） 学位授与式
		３月 24日（火） 春期休業終了

４月13日（土） 授業・補講実施日
４月27日（土） 授業・補講実施日
５月11日（土） 授業・補講実施日
５月25日（土） 授業・補講実施日
６月 ８	日（土） 授業・補講実施日
６月22日（土） 授業・補講実施日
７月 ６	日（土） 授業・補講実施日
７月20日（土） 授業 ･補講 ･期末試験実施日

 ９月 21日（土） 授業・補講実施日
10月 	５日（土） 授業・補講実施日
10月 26日（土） 授業・補講実施日
11月 ９	日（土） 授業・補講実施日
11月 23日（土） 授業・補講実施日
12月 ７	日（土） 授業・補講実施日
12月 21日（土） 授業・補講実施日
 １月 11日（土） 授業 ･補講 ･期末試験実施日

土曜授業 ･補講実施日
	 ※総持寺キャンパス
　　	３階で実施

「笑顔になる写真」はパソコンかスマートフォンでご応募ください

募 集 要 項

2019年度学年暦
※土曜授業は原則として教職 ･資格課程科目のみ。２限連続で実施し、８週目は15回目授業と期末試験とする。
※安威キャンパス開講科目についても、土曜補講を希望する場合は総持寺キャンパスで実施。
※土曜日はコミュニケーションアワーを設定せず、４限は14：40～ 16：10、5限は 16：20～ 17：50とする。
※予定について変更が生じる場合があります。

土曜授業 ･補講実施日
	 ※総持寺キャンパス
　　	３階で実施


